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ジー、་⸆に関する.特チ出㢪は、ྛ々、158 件㸦2008 年）、263 件㸦2008 年）である。 
 
２㸬◊✲㛤Ⓨࡢㄢ㢟࡜௒ᚋࡢ᪉ྥᛶ 

 ㏵上ᅜにおける研究㛤発の課題としては、ඛ㐍ᅜにẚ࡭てᢏ⾡レ࣋ルが十分ではないため、㉁の高い

研究ᡂ果㸦౛えࡤ、バイ࢜་⸆ရ）を得ることがᅔ㞴であるというⅬがᣲࡆられる。一部の㏵上ᅜでは、

自ຊで高いレ࣋ルの研究㛤発を行っていることころもあるが、全యとしては、まだᅔ㞴なᅜが多い。 

このような課題のゎỴ策の一つに、「研究㛤発のᅜ㝿༠ຊ」をᣲࡆることができる。すなࡕࢃ、㏵上

ᅜの研究者がඛ㐍ᅜの研究者とඹ同研究を行うことにより、㏵上ᅜにおける研究㛤発レ࣋ルの向上をᅗ

ることがᮇᚅされている。 

 研究㛤発のᅜ㝿༠ຊは、㏆年、多くの㏵上ᅜで᥎㐍されつつあり、౛えࡤ、特チ出㢪におけるᅜ㝿ඹ

同発明の๭合は、ᮾ༡アジアを中心に高いഴ向がある㸦ᅗ㸵㸸2008 年）。このように、㏵上ᅜにおける

༢⊂の研究がᅔ㞴である場合には、ඛ㐍ᅜの研究者

とඹ同研究を行って、研究㛤発のᅜ㝿༠ຊをᅗるこ

とは、᭷ຠなアプローチであると考えられる。 

また、㏵上ᅜにおける研究㛤発の課題のゎỴ策と

して、「研究㛤発の⏘学ᐁ連ᦠ」をᣲࡆることができ

る。㏵上ᅜにおいては、全యとしてᢏ⾡レ࣋ルが低

いഴ向があるものの、大学や公的研究機関において、

高いレ࣋ルの研究㛤発が行ࢃれているところがある。

このため、多くの㏵上ᅜにおいては、㏆年、ྛᅜの

ᨻᗓにより策定される科学ᢏ⾡ᨻ策の中に、⏘学ᐁ

連ᦠの᥎㐍を┒り㎸ࢇでいるところも多い。したが

って、このような大学や公的研究機関を᰾として、

研究㛤発の⏘学ᐁ連ᦠを᥎㐍し、ᅜ全యの研究㛤発

のレ࣋ルを高めていくことも᭷ຠなアプローチであ  ᅗ㸵㸸特チ出㢪に༨めるᅜ㝿ඹ同発明の๭合 8 

ると考えられる。 

                  

㸱㸬考察 
バイ࢜་⸆ရにಀる特チ出㢪は、現ᅾ、日⡿Ḣからの出㢪が多い状ἣにあるが、㏵上ᅜからの出

㢪が増ຍするഴ向にある。これは、バイ࢜་⸆ရの㛤発において、現時Ⅼでは日⡿Ḣが高いᢏ⾡レ

࣋ルを᭷していることを♧၀するとともに、㏵上ᅜにおいてᢏ⾡レ࣋ルが向上しつつある状態であ

ることを♧၀するものである。ただし、㏵上ᅜにおいては、研究㛤発の発展レ࣋ルに᱁ᕪが大きい

ことから、㏵上ᅜ全యを一ᚊに論じることは୙可能であり、それぞれのᅜの発展レ࣋ルにᛂじて分

析することがᚲ要である。 
発展レ࣋ルの異なるྛᅜの研究㛤発について分析するために、ྛ ᅜの科学ᢏ⾡ᨻ策や知的㈈⏘ᨻ

策について分析すると、ྛᅜのᨻᗓによるᨻ策的なྲྀり⤌ࡳに㐪いがあることがࢃかる。しかしな

がら、知的㈈⏘ไᗘについては、TRIPS ༠定の発ຠにより、㏵上ᅜをྵめて、知的㈈⏘の保ㆤỈ

‽のグローバル化が᥎㐍されており、㏆年、㏵上ᅜにおいても、知的㈈⏘ไᗘがᩚഛされ、特チไ

ᗘの活用がಁ㐍されつつある。 
また、㏵上ᅜにおいて、ᅜ内の大学・公的研究機関からの出㢪や、ඛ㐍ᅜの研究者・研究機関と

のඹ同発明・ඹ同出㢪が目❧ってきている。㏵上ᅜの場合、バイ࢜་⸆ရの㛤発を᥎㐍するために

は、ᅜ内の༢⊂の研究グループのࡳのᢏ⾡ຊではᅔ㞴な場合があると考えられるので、対ᛂ策とし

て、ᅜ内の大学・公的研究機関に対して⏘学ᐁ連ᦠを行うアプローチや、ඛ㐍ᅜと連ᦠしてᅜ㝿ඹ

同研究を行うアプローチが᭷ຠであると考えられる。 
㏆年、㏵上ᅜにおいて、研究㛤発が᥎㐍され、特チ出㢪が全య的に増ຍするഴ向する中 9、バイ

࢜་⸆ရの㛤発についても、௒ᚋの発展がᮇᚅされている。 

                                                                                                                                                                         
7 WIPO Statistics に基づいて༡アࣇリカඹ࿴ᅜにおける出㢪について分析。 
8 科学ᢏ⾡᣺⯆機構「㌍㐍する新⯆ᅜの科学ᢏ⾡」研究会資料㸦2011 年 7 ᭶ 14 日） 
9
 ຍ⸨ᾈ「Impact of the Intellectual Property System on Economic Growth」、AIPPI、3᭶ྕ、p.75-92、2008年 

 

２I２㸲 

中ᑠ௻業における知的㈈⏘⟶理の現状と課題 

 

 
 （ຍ⸨ᾈ㸦日本大学大学㝔ۑ

 

 

 
㸯㸬࡟ࡵࡌࡣ 

中ᑠ௻業は、日本の⏘業基┙をᨭえるとともに、ᆅ域⤒῭の担い手として大きな役๭を果たしている

が、最㏆では、㛤発したᢏ⾡やデザインを知的㈈⏘ᶒとして保ㆤ・活用し、ᾏ外ᕷ場において大手௻業

とも対等にྲྀᘬするなど、ᡓ␎的に事業を展㛤してきている。 
本✏では、中ᑠ௻業に対する最㏆のࣄアリング結果を分析し、中ᑠ௻業における知的㈈⏘⟶理の現状

と課題について考察を行った。ࣄアリングのデータとしては、特チ庁「知的㈈⏘ᶒ活用௻業事౛集 2011」
㸦2011 年 12 ᭶）を分析対象とした。 
 

２㸬୰ᑠ௻ᴗࡿࡅ࠾࡟▱ⓗ㈈⏘⟶⌮ 

 ここでは、中ᑠ௻業における知的㈈⏘⟶理のᡂຌ要因について、中ᑠ௻業の事౛を⤂௓しつつ、௨ୗ

の㸶つの観Ⅼに分㢮して分析した。また、分析結果に基づいて、中ᑠ௻業の知的㈈⏘⟶理の現状と課題

について᳨ウした。 

 

㸦㸯㸧እᅜฟ㢪 

中ᑠ௻業㸳㸮社の内、㸯㸷社が「外ᅜ出㢪」をᡂຌ要因としてᅇ⟅している。外ᅜ出㢪を行うために

は、そのためのコストと労ຊ㸦ᑓ門性）がᚲ要であるが、最㏆では、中ᑠ௻業においても外ᅜ出㢪の重

要性が認識される中、外ᅜ出㢪によって⤒Ⴀの向上をᅗる中ᑠ௻業も目❧ࡕつつある。 
外ᅜ出㢪を行う目的の一つは、ࣅジネスのグローバル化である。とくに、⡿ᅜをターࢤットとして、

新たなࣅジネスの展㛤を目指しているところがある。 
 
『グローバル化࡬のయไᙉ化に向け、ึのᾏ外ᣐⅬをୡ⏺の大手〇⸆࣓ーカーが集中する⡿ᅜᮾᾏᓊに

⨨き、ᾏ外展㛤や新ᢏ⾡情報のྲྀ得も✚ᴟ的に行っている。』㸦A 社㸸徳ᓥ┴） 
 
また、外ᅜ出㢪を行う目的として、アジアを中心とする知的㈈⏘ᶒ౵ᐖ࡬の対ᛂをᅇ⟅する中ᑠ௻業

もある。とくに、中ᅜに特チ出㢪を行うことにより、ᶍೌရ対策を行う中ᑠ௻業がある。 
 
『ᙜึの኎上はዲ調で㸰ⓒᗑ⯒まで出ᗑしたが、やがて安価なコࣆーၟရが出ᅇりはじめ、現ᅾでは↓

どできない状ἣになってきた。中ᅜにおける知的㈈⏘ᶒの重要性を認識した同社では、知的㈈⏘ᶒのྲྀ

得とᶍೌရ対策のྲྀ⤌ࡳを本᱁的に㛤始しているところである。』㸦B 社㸸ᐑᇛ┴） 
 

㸦２㸧ඹྠ◊✲ 

 中ᑠ௻業㸳㸮社の内、㸰㸮社が「ඹ同研究」をᡂຌ要因としてᅇ⟅している。ඹ同研究は、社外のᢏ

⾡を活用できるⅬで、中ᑠ௻業にとって᭷ຠな手法であり、中ᑠ௻業において、ඹ同研究の重要性の認

識は高まっているものと考えられる。 
 
『このᢏ⾡ࢩーࢬを⾲㠃ฎ理ᢏ⾡に活用できないかという相ㄯをきっかけに、研究室の学生を᥇用する

ேᮦ交流に㐍ࡳ、ḟ➨に研究室と交流を῝めていく。ᢏ⾡ࢩーࢬの研究をᑓᨷした༞業生をḟ々に᥇用

した結果、大学とඹ同研究や公タヨと交流が活発となり、同社の⾲㠃ฎ理のᢏ⾡ຊは╔ᐇに向上し、ᑠ

さいながらも㨩ຊある௻業࡬とᡂ㛗していった。』㸦C 社㸸ᒾ手┴） 
 
最㏆では、ඹ同研究の方向性として、新たなᢏ⾡㛤発に向けるという目的だけでなく、〇ရのエࣅデ

ンスを確❧することにより、࣐ーケッティングに活用する事౛も見られる。 
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『同社では、࣐ーケティングのࢶール構築にもຊをὀいでいる。ᓥ᰿大学、┴Ỉ⏘ᢏ⾡センターとඹ同

研究、᭦には大手〇⸆࣓ーカー等の確認ヨ験等による科学的な᰿ᣐ㸦エࣅデンス）の確❧にດめている。』

㸦D 社㸸ᓥ᰿┴） 
 
『これまで、ᾏ外 50、ᅜ内 50 もの大学や་⒪機関とඹ同研究し、基♏研究や⮫ᗋヨ験等が行ࢃれてい

る。ᾏ外ではẼೃ㢼土や㣗文化が異なるため、そのᅜの課題となる⑌⑓に対してヨ験を行い、エࣅデン

スを明確にしてၟရの኎㎸方法を考える。』㸦E 社㸸໭ᾏ㐨） 
 
㸦３㸧ࣛࢫࣥࢭ࢖ 

中ᑠ௻業㸳㸮社の内、㸯㸲社が「ライセンス」をᡂຌ要因としてᅇ⟅している。ライセンスは、中ᑠ

௻業にとって、新たなࣅジネスチャンスをもたらすものであり、ライセンスの重要性࡬の認識は高い。 
 

『特チで࢞ードされたᥦ᱌であれࡤ、㢳ᐈと対等な❧場でၟㄯが可能となる。研究㛤発ᆺ௻業のࣅジネ

ス交΅の➨一Ṍとして、特チは重要な役๭を果たしている。また、その価್を認めてもらえれࡤ、価᱁

㠃でも主ᙇすることができ、特チには金㖹的な࣓リットを生ࡳ出すຊがある。』㸦F 社㸸ᒾ手┴） 
 
ライセンスの目的として、〇ရの安定౪給や〇造コストの๐減など、〇造ラインの観Ⅼからライセンス

を行う中ᑠ௻業もある。 
 
『同社が保᭷する特チᶒは、ᅜ内外の௻業にライセンス౪与している。これは、特チᶒのライセンス料

で高い฼┈を得るためではなく、౪給୙足やᙜ社工場ᆅ域での大⅏ᐖにഛえて〇ရを安定౪給できるよ

う、〇造ᣐⅬの分ᩓを目的にしている。』㸦G 社㸸㤶川┴） 
 
『㡑ᅜで特チがᡂ❧したところ、㡑ᅜ࣓ーカーからライセンスの⏦㎸ࡳがあった。そこで、㡑ᅜにおけ

るᑓ用ᐇ᪋ᶒをタ定するとともに、この㡑ᅜ࣓ーカーに〇造をጤクしᅜ内㈍኎〇ရのコストࢲウンをᅗ

ることにした。』㸦H 社㸸⚟ᓥ┴） 
 
㸦㸲㸧ᶍೌ࣭౵ᐖ 

中ᑠ௻業㸳㸮社の内、㸯㸰社が「ᶍೌ・౵ᐖ」をᡂຌ要因としてᅇ⟅している。ᶍೌရ対策としては、

中ᑠ௻業の場合、意໶ᶒをྲྀ得することによりᶍೌရの発生を㜵ࡄところがある。 
 
『これまで、特チを中心にᶒ฼化してきたが、ᩘ年๓のグッドデザイン㈹受㈹๓ᚋから、ᅜ内で意໶の

ᶍೌရが流通するようになってきた。・・・このようなことを㋃まえ、特チにຍえて意໶のᶒ฼化にも

ຊをධれることにした。意໶Ⓩ㘓ᚋは、Ⴀ業担ᙜからのᶍೌ報告がなくなるなど、ᅜ内のᶍೌရ᤼㝖に

一定のຠ果があった。』㸦I 社㸸ᗈᓥ┴） 
 
ᐇ㝿にᶍೌရが発生してしまった場合には、その対策には多大な⤒費や労ຊがᚲ要となるが、中ᑠ௻

業同ኈが連ᦠして対策を行ってゎỴに⮳った事౛もある。 
 
『過ཤに、中ᅜにおいて特チ〇ရを⣡ධしているྲྀᘬඛがᶒ฼౵ᐖでᥦッされたことがあったが、ᶒ฼

者である同社が࣏ࢧートしたことにより↓事ゎỴした。特チは、日系㐍出௻業を࣏ࢧートするṊჾとな

り、ྲྀᘬඛとのಙ㢗関ಀをᙉᅛにすることにも役❧っている。』㸦J 社㸸㟷᳃┴） 
 

㸦㸳㸧≉チ᝟ሗ 

中ᑠ௻業㸳㸮社の内、㸯㸯社が「特チ情報」をᡂຌ要因としてᅇ⟅している。特チ情報のࢶールとし

ては、特チ庁がᥦ౪する特チ㟁子ᅗ書㤋㸦IPDL）が᭷ຠ活用されているものと考えられる。 
 

『LED 㟁⌫࡬の参ධにᙜたっては、特チ情報を᭷ຠに活用して新たなၟရ㛤発に役❧てている。特チ

をす࡭て調査することにより、ᶒ฼化されているもの、公知ᢏ⾡として㛤発に฼用できるものがᩚ理・

ᢕᥱできることから、特チ情報の活用は㛤発の➨一Ṍとなる。』㸦K 社㸸ᐑᇛ┴） 
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『同社では、࣐ーケティングのࢶール構築にもຊをὀいでいる。ᓥ᰿大学、┴Ỉ⏘ᢏ⾡センターとඹ同

研究、᭦には大手〇⸆࣓ーカー等の確認ヨ験等による科学的な᰿ᣐ㸦エࣅデンス）の確❧にດめている。』

㸦D 社㸸ᓥ᰿┴） 
 
『これまで、ᾏ外 50、ᅜ内 50 もの大学や་⒪機関とඹ同研究し、基♏研究や⮫ᗋヨ験等が行ࢃれてい

る。ᾏ外ではẼೃ㢼土や㣗文化が異なるため、そのᅜの課題となる⑌⑓に対してヨ験を行い、エࣅデン

スを明確にしてၟရの኎㎸方法を考える。』㸦E 社㸸໭ᾏ㐨） 
 
㸦３㸧ࣛࢫࣥࢭ࢖ 

中ᑠ௻業㸳㸮社の内、㸯㸲社が「ライセンス」をᡂຌ要因としてᅇ⟅している。ライセンスは、中ᑠ

௻業にとって、新たなࣅジネスチャンスをもたらすものであり、ライセンスの重要性࡬の認識は高い。 
 

『特チで࢞ードされたᥦ᱌であれࡤ、㢳ᐈと対等な❧場でၟㄯが可能となる。研究㛤発ᆺ௻業のࣅジネ

ス交΅の➨一Ṍとして、特チは重要な役๭を果たしている。また、その価್を認めてもらえれࡤ、価᱁

㠃でも主ᙇすることができ、特チには金㖹的な࣓リットを生ࡳ出すຊがある。』㸦F 社㸸ᒾ手┴） 
 
ライセンスの目的として、〇ရの安定౪給や〇造コストの๐減など、〇造ラインの観Ⅼからライセンス

を行う中ᑠ௻業もある。 
 
『同社が保᭷する特チᶒは、ᅜ内外の௻業にライセンス౪与している。これは、特チᶒのライセンス料

で高い฼┈を得るためではなく、౪給୙足やᙜ社工場ᆅ域での大⅏ᐖにഛえて〇ရを安定౪給できるよ

う、〇造ᣐⅬの分ᩓを目的にしている。』㸦G 社㸸㤶川┴） 
 
『㡑ᅜで特チがᡂ❧したところ、㡑ᅜ࣓ーカーからライセンスの⏦㎸ࡳがあった。そこで、㡑ᅜにおけ

るᑓ用ᐇ᪋ᶒをタ定するとともに、この㡑ᅜ࣓ーカーに〇造をጤクしᅜ内㈍኎〇ရのコストࢲウンをᅗ

ることにした。』㸦H 社㸸⚟ᓥ┴） 
 
㸦㸲㸧ᶍೌ࣭౵ᐖ 

中ᑠ௻業㸳㸮社の内、㸯㸰社が「ᶍೌ・౵ᐖ」をᡂຌ要因としてᅇ⟅している。ᶍೌရ対策としては、

中ᑠ௻業の場合、意໶ᶒをྲྀ得することによりᶍೌရの発生を㜵ࡄところがある。 
 
『これまで、特チを中心にᶒ฼化してきたが、ᩘ年๓のグッドデザイン㈹受㈹๓ᚋから、ᅜ内で意໶の

ᶍೌရが流通するようになってきた。・・・このようなことを㋃まえ、特チにຍえて意໶のᶒ฼化にも

ຊをධれることにした。意໶Ⓩ㘓ᚋは、Ⴀ業担ᙜからのᶍೌ報告がなくなるなど、ᅜ内のᶍೌရ᤼㝖に

一定のຠ果があった。』㸦I 社㸸ᗈᓥ┴） 
 
ᐇ㝿にᶍೌရが発生してしまった場合には、その対策には多大な⤒費や労ຊがᚲ要となるが、中ᑠ௻

業同ኈが連ᦠして対策を行ってゎỴに⮳った事౛もある。 
 
『過ཤに、中ᅜにおいて特チ〇ရを⣡ධしているྲྀᘬඛがᶒ฼౵ᐖでᥦッされたことがあったが、ᶒ฼

者である同社が࣏ࢧートしたことにより↓事ゎỴした。特チは、日系㐍出௻業を࣏ࢧートするṊჾとな

り、ྲྀᘬඛとのಙ㢗関ಀをᙉᅛにすることにも役❧っている。』㸦J 社㸸㟷᳃┴） 
 

㸦㸳㸧≉チ᝟ሗ 

中ᑠ௻業㸳㸮社の内、㸯㸯社が「特チ情報」をᡂຌ要因としてᅇ⟅している。特チ情報のࢶールとし

ては、特チ庁がᥦ౪する特チ㟁子ᅗ書㤋㸦IPDL）が᭷ຠ活用されているものと考えられる。 
 

『LED 㟁⌫࡬の参ධにᙜたっては、特チ情報を᭷ຠに活用して新たなၟရ㛤発に役❧てている。特チ

をす࡭て調査することにより、ᶒ฼化されているもの、公知ᢏ⾡として㛤発に฼用できるものがᩚ理・

ᢕᥱできることから、特チ情報の活用は㛤発の➨一Ṍとなる。』㸦K 社㸸ᐑᇛ┴） 
 

また、特チ情報を฼用して分析を行うことにより、特チ࣐ップをసᡂして活用している事౛もある。 
 

『ᢏ⾡者から㛤発テー࣐を聞き出して、ඛ行ᢏ⾡調査結果をᥦ౪する。また、他社をྵめた全య的な㛤

発動向をᢏ⾡者に知ってもらうため、⊂自の〇ရ別特チ࣐ップをసᡂし、イントラネットでඹ᭷する。』

㸦L 社㸸ᒸ山┴） 
 
㸦㸴㸧ฟ㢪ࡢᕤኵ 

中ᑠ௻業㸳㸮社の内、㸯㸳社が「出㢪の工夫」をᡂຌ要因としてᅇ⟅している。工夫の仕方としては、

特チᶒだけでなく、ᐇ用新᱌ᶒや意໶ᶒなどの」ᩘの知的㈈⏘ᶒをྲྀ得するヨࡳがなされている。 
 

『一つ一つの出㢪には、ᡓ␎を持ࡕながら対ᛂする。特チ、ᐇ用新᱌ཬࡧ意໶を࣑ックスしてᶒ฼化を

考える。出㢪公㛤されると公知となり、ᚋの出㢪に影響を与えることから、公㛤๓にᨵⰋ᱌を出し続け

て発明の᏶ᡂᗘを高めていく。』㸦M 社㸸໭ᾏ㐨） 
 
 その他、工夫の仕方としては、ᅜ内ඃඛᶒไᗘの活用や、ノウࣁウ⟶理との調ᩚがᅗられている。と

くに、ノウࣁウ⟶理は、出㢪コストや公㛤リスクをᅇ㑊することができるため、௒ᚋとも、中ᑠ௻業に

とって、᭷ຠに活用されることがᮇᚅされている。 
 
『時間的వ⿱がないので、とりあえずᐇ᪋౛࣋ースで出㢪してඃඛ日を確保するようアドバイスし、ᘬ

き続きᶒ฼化までᨭ᥼を行うことにした。そのᚋもᨵⰋを続けては出㢪し公⾲するというパターンを⧞

り㏉す。᏶ᡂᗘが高まったẁ㝵で、特チ事務ᡤに原理的な観Ⅼから特チのとりまとめを౫㢗して、ᅜ内

ඃඛᶒを฼用して出㢪を㸯本化し特チをྲྀ得した。』㸦N 社㸸⚟ᓥ┴） 
 
『〇法特チは⊂自の〇法を㛤♧することになるので、ノウࣁウで⛎༏することにしている。特チを出㢪

する場合は、〇ရを見れࡤその〇法を᳨ドできるものに㝈定している。᳨ド୙能なものについては、特

チ౵ᐖの発見がᅔ㞴なことから、特チを出㢪しない方㔪である。』㸦O 社㸸⚟ᓥ┴） 
 
㸦㸵㸧▱㈈ᩍ⫱ 

中ᑠ௻業㸳㸮社の内、㸶社が「知㈈ᩍ⫱」をᡂຌ要因としてᅇ⟅している。中ᑠ௻業において、知的

㈈⏘の重要性の認識が高まる中、知㈈ᩍ⫱にも⇕心なところが目❧ࡕつつある。 
 

『大手௻業のᢏ⾡部 OB である大すᢏ⾡㢳ၥを㏄えධれ、特チの基本的な仕⤌ࡳや社内特チᢏ⾡研ಟを

ᐇ᪋している。自社のᢏ⾡ຊを知ることは、特に他社の動向を調査するႠ業部ဨにᚲ要なことであると

して、社ဨに対する知㈈ᩍ⫱にຊをධれている。』㸦P 社㸸ឡ፾┴） 
 
 知㈈ᩍ⫱の方法としては、公的機関からᥦ౪される情報ᥦ౪の機会が᭷ຠ活用されている。௒ᚋとも、

知㈈ᩍ⫱において、公的機関による࣏ࢧートがᮇᚅされる。 
 
『そのころ山ᙧ┴௻業᣺⯆公社が特チのຮᙉ会として「㛤発ࢩステ࣒研究会」を❧ࡕ上ࡆ、㛗ᮇ間、ᐑ

ᇛ┴出㌟のᘚ理ኈがㅮᖌを行い、ᐇ務的な知識の⩦得の場として大いに役❧った。』㸦Q 社㸸山ᙧ┴） 
 
㸦㸶㸧♫ෆయไ 

中ᑠ௻業㸳㸮社の内、㸯㸵社が「社内యไ」をᡂຌ要因としてᅇ⟅している。⤒Ⴀ者が知的㈈⏘の重

要性を認識し、社会యไをᩚഛする事౛があり、知㈈部門、事業部門、研究部門の୕఩一యがᐇ現して

いる。 
 
『⤒Ⴀトップの方㔪で研究㛤発部内にあった知㈈⟶理部門を「知㈈・法務部」として⊂❧化し、知㈈⟶

理యไを確❧させた。知㈈⟶理部門の᱁上ࡆにより、他部⨫との連ᦠをよりᙉຊにするとともに、事業・

研究㛤発・知㈈ᡓ␎を୕఩一యで᥎㐍している。』㸦R 社㸸徳ᓥ┴） 
 

『知的㈈⏘ᶒについては、⟶理本部の中に配⨨したᑓ௵の知㈈担ᙜ者が、全社的に⟶理を行う。知㈈担

ᙜ者は、事業内容やᕷ場が全く異なる㸲つの事業を⤫ᣓ的に⟶理しながら、出㢪業務の࡯か㛤発者に対
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する特チ情報のᥦ౪など࣏ࢧートを行っている。』㸦S 社㸸ᗈᓥ┴） 
 
 また、ノウࣁウを⟶理するために社内యไをᩚഛしている事౛もある。発明をノウࣁウとして保ㆤす

る手法は、中ᑠ௻業にとって重要な㑅ᢥ⫥であることから、⛎ᐦ情報の⟶理యไは、中ᑠ௻業において、

௒ᚋとも重要な課題であると考えられる。 
 
『ᢏ⾡情報の安全⟶理をᚭᗏし、タ計ᅗやࣇࢯトウエアがධったࢧーバは毎日バックアップをとり、㸯

㐌間ࡈとに㖟行の㈚金ᗜに⛣⟶する。また、情報⟶理もᚭᗏし、㢳ᐈ情報やタ計ᅗ㠃、ࣇࢯトウエアは、

社外に持ࡕ出すことができない⟶理యไを構築している。』㸦T 社㸸⚟ᒸ┴） 
 
『ノウࣁウ⟶理の方法も、⭾大な㔞のᐇ᪋グ㘓をྲྀり、それに確定日௜印を研究者が毎日レ࣏ートにྲྀ

っている。ド明は公ドே役場を฼用しており、費用は高いが確ᐇにドᣐをṧすດຊをしている。』㸦U 社㸸

⚟ᓥ┴） 
 

 
࠙୰ᑠ௻ᴗࡢࢢࣥࣜ࢔ࣄࡢ࡬ᅇ⟅ᩘࠚ 

 

 

３㸬⪃ᐹ 

 本✏では、中ᑠ௻業の知的㈈⏘⟶理の現状として、㸶つの観Ⅼから中ᑠ௻業の知的㈈⏘⟶理の現状と

課題について᳨ウした。 
最㏆では、外ᅜ出㢪をᡂຌ要因として考えている中ᑠ௻業があり、知的㈈⏘ᶒのグローバル化が㐍ࡴ

中、外ᅜ出㢪の重要性の認識が高まっているものと考えられる。また、中ᑠ௻業において、ඹ同研究や

ライセンスの重要性࡬の認識は高く、社外のリࢯースを᭷ຠに活用できるⅬで、中ᑠ௻業にとって࣓リ

ットが大きいものと考えられる。 
ᶍೌ・౵ᐖについては、その対策にコストや労ຊがᚲ要であり、中ᑠ௻業にとって、ᐇ㝿には㢌の③

いၥ題であると考えられるが、意໶出㢪の活用や中ᑠ௻業同ኈの༠ຊなどのྲྀり⤌ࡳがなされている。 

特チ情報の活用や出㢪の工夫は、中ᑠ௻業において、いろいろなྲྀり⤌ࡳがなされており、特チ情報

のࢶールとして、特チ庁がᥦ౪する特チ㟁子ᅗ書㤋㸦IPDL）が᭷ຠ活用されているものと考えられる。

出㢪の工夫の仕方としては、特チᶒだけでなく、ᐇ用新᱌ᶒや意໶ᶒなどの」ᩘの知的㈈⏘ᶒをྲྀ得す

るヨࡳなどがなされている。 
中ᑠ௻業において、知的㈈⏘の重要性の認識が高まる中、知㈈ᩍ⫱にも⇕心なところが目❧ࡕつつあ

る。௒ᚋとも、知㈈ᩍ⫱において、公的機関による࣏ࢧートがᮇᚅされる。また、⤒Ⴀ者が知的㈈⏘の

重要性を認識し、社会యไをᩚഛする事౛があり、知㈈部門、事業部門、研究部門の୕఩一యがᐇ現し

ている。௒ᚋの知的㈈⏘ᡓ␎の発展にᮇᚅしたい。 
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